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実践の概要                     

学校間をインターネットでつなぎ、様々な背景をもっ

た生徒と協調学習（知識構成型ジグソー法）を通じて授

業を行う。そこで情報を共有し、リアルタイムで対話す

る中で、俳句の魅力について深く考察する。 
１．目的・目標 

(1) 授業のねらい 

松尾芭蕉、与謝蕪村、小林一茶の俳句を学習し、「俳句

の魅力はどのようなところにあるか」を考察する。その

際、自校の生徒だけでは、同じような環境・学力・性別で

あるため、俳句の捉え方が画一的になってしまうのでは

ないかと考えた。そのため、ICT（Googleハングアウト）
を活用し学校間をつなぎ、同じ俳句の授業を他校の生徒

とリアルタイムで行うこととした。 
(2) 単元の目標 

① 俳句の魅力について、様々な意見をもとに考察す

ること。 
② 学校の枠を超えた生徒同士の対話の意義を生徒が

自覚すること。 
③ 次期学習指導要領も踏まえ、正しいインターネッ

トの活用方法を理解すること。 
 

２．実践内容 

2.1 インターネットを駆使した情報収集（各学校） 
今回の授業は、ICT を活用し地域・学力・性別・生育

環境等異なった生徒同士が話し合いを行うことで、俳句

の魅力を多角的に考察することを目的とした。また次期

学習指導要領を見据え、情報の取り扱い、真偽の確認等 
 
 

 
 
 

 
 
 
を意識させ、インターネットによる情報収集を行った。

俳句三首を各担当校で割り振り、「作者・時代・季語・季

節・切れ字・和歌の修辞とその効果・内容」等を把握さ

せ、俳句の魅力を考察させた。とりあげた俳句は次の三

首である。 
A古池や蛙飛びこむ水の音 松尾芭蕉  
B菜の花や月は東に日は西に 与謝蕪村 
Cやせ蛙まけるな一茶これにあり 小林一茶 
その後、この情報を共有しながらオンライン授業を実施。 
 
2.2 ハングアウトを使った協調学習（オンライン授業） 

5G（第５世代移動通信システム）を見据えて、オンラ
イン授業を展開した。物理的な距離を飛び越え、遠隔地

同士で同じ授業を受ける。また話し合いもその場ででき

ることから、隣にいるような感覚で、話し合いが可能と

なった。各学校によって、準備したものは若干異なるが、

モニター、マイク、WEBカメラ、スピーカー等を利用し、
Googleハングアウトを通して話合いを行った（写真１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ Googleハングアウトの様子 

空間を越えろ！！学校間をオンラインでつないだ未来の俳句学習 

埼玉県立松山高等学校 教諭 浅見 和寿，教諭 板谷 大介，教諭 松永 千希, 教諭 多田 裕亮 

教諭 黒澤 佑輔, 教諭 小島 大貴, 教諭 髙橋 大樹 

キーワード：高校国語、俳句，Googleハングアウト，協調学習，5G 
 

【本時の学習内容】 

●指導目標／他校の生徒と協力しながら、松尾芭蕉、与謝蕪村、小林一

茶の俳句を学習し、課題である「俳句の魅力はどのようなところにある

か」を多角的に理解し、深く考察する。 

●評価／・三つの俳句をもとに、「俳句の魅力はどのようなところにある

か」について考察しようとしている。【関心・意欲・態度】 

・三つの俳句をもとに、俳句の魅力について考察し、それを言語化する

ことが出来た。【読む能力】 

・芭蕉「古池や」の句、蕪村「菜の花や」の句、一茶「やせ蛙」の句、

の内容を理解している。【知識・理解】 

【指導略案】 

●単元指導計画（全体時間３時間） 

(1) 課題に個人で論述し、担当俳句を調査（エキスパート）（１時間） 

(2) 上記の問や担当俳句について、話し合い（ジグソー）（１時間） 

(3) 再度課題について個人で考えさせ、論述させる（1時間） 

●本時の目標と展開 平成 30 年 10・11 月 各校合わせた生徒数 20 名 

「俳句の魅力はどのようなところにあるか」という点を、３つの俳句 

を通して情報を共有し、皆で考察していく。 

 

 

 

 

学習活動 生徒活動 指導上の留意点 

課題について個人で

考察。担当俳句の 

「切れ字」「句切れ」

「体言止め」等の修

辞とその効果を理解

する。 

俳句の魅力につい

て考察し、担当す

る俳句について調

べる。 

 

ICT の活用と情報
リテラシーについ

ても指導できるよ

うにする。 

課題への考察と、調

べた事柄について、

他校間で連携し、情

報共有する。 

Google ハングア
ウトを利用して、

各学校を中継でつ

なぎ、対話する。 

使用機器の環境の

整備やファシリテ

ーターとしてふる

まう。 

他校の生徒と情報を

共有したことも踏ま

えつつ、課題につい

て再度各自で取り組

む。 

授業を終えた後に

ワークシートに、

各自の考察を記入

していく。 

時間配分や、質問

等に応えられるよ

うに準備し、記述

に十分な時間を取

る。 
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普段男子生徒としか話し合いをしていない生徒たちで

あったが、他校の生徒（主に女子生徒）たちと話すとい

うことで緊張感を持って授業に参加していた。また、学

校が異なるので、「この間の授業でやった A という作品
にもあったように・・・」等、既有知識は共有されていな

いので、他校の生徒がわかるように言い換えをしながら

説明している（写真２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
女子校の生徒は、他校の生徒の発言を活かしながら、

自身の意見を伝えるなど、傾聴しながら発言するという

思いやりも見受けられた。また自然についても女性目線

の意見もあり、様々な角度からの意見が飛び交った（写

真３）。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
写真３ 他校の生徒の意見を引用し発言している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果 

授業前と授業後においての生徒の考えの変化はとても

顕著であった。どの学校の生徒も、授業後の方が圧倒的

に内容が深まっている。表１の下線の箇所は、オンライ

ン授業中に他校の生徒が発言した内容になっており、こ

のことから、他校の発言をしっかり受け止め、自分の言

葉にしていることがわかった。また授業後のアンケート

についても、「とてもたのしかった」「たのしかった」と

いう生徒しかおらず、「このような進め方の授業をどのく

らいやりたいですか」という質問に対しては、「結構やり

たい」という生徒が多く、「やりたくない」という生徒は

一人もいなかった。この授業後、他校の生徒から刺激を

受け、授業のみならず学校行事にも積極的に取組む等、

学校生活が、良い方向に変化した生徒もいた（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ 右の QRコードは、当日の授業 
においての生徒の様子を、動画にま 
とめたものである。実際のやりとりが 
わかるようになっているので、ご覧い 
ただけたら幸いである。 

               
４．今後に向けて 

 ICT を活用することで、学習の幅がどんどん広がって
いくと感じている。私たち自身がどんどん新しいことを

チャレンジしていくことで、生徒たちに良い影響をもた

らすと考える。今後は、学習教材の動画化等を行い、そ

の教材を他校の授業で用いたりできるようなものを作成

していきたい。また、それを作成する際も、生徒と一緒

に行うことで、より学習効率が高くなると感じている。 
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表１ 生徒の授業前後の回答の変化 

図１ アンケート結果 

写真２ ジェスチャーを入れながら説明している 
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